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イタリア語における時制の一致に関するルールの 




On the Proper Use of Sequence-of-Tenses Rules  




































































     主節の動詞における意味         従属節における「法」 
     （１） 客観性・確実性     →      直説法・条件法 
     （２） 主観性・不確実性    →        接続法 




 （１） So / Sono certo / E’ evidente  che   lui  è  d’accordo con me.             (essere の直説法現在形)    
    彼は私の意見に賛成していると（私は）わかっている・確信している・明らかである。 
 
 （２） Penso / Non sono certo / E’ probabile  che   lui  sia  d’accordo con me.  (essere の接続法現在形) 
    彼は私の意見に賛成していると（私は）思う・確信していない・可能性がある。 
 
 このように、主節の動詞が sapere（知る・わかる）や essere certo（確信している）などのよう
に「客観性・確実性」を表す動詞などである場合、従属節において用いられるのが直説法・条件
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               ・  動作の理由または原因（perché「〜なので」） 
（３）従属節の意味    ・ 目的または意図（per + 不定詞）        → 直説法 




               ・  動作の目的または意図（perché「〜するように」） 
（４）従属節の意味       ・  条件                     →  接続法 
       ・  関係節（必要性） 
 
  




 （３）Devi parlare con lei  perché  (lei) non ha capito bene la situazione. （capire の直説法近過去形） 
             （彼女は）現状を理解していないのであなたは彼女と話すべきである。 
 
【動作の目的】 
 （４） Devi parlare con lei  perché  (lei) possa capire bene la situazione.（capire の接続法半過去形） 
     彼女が現状を理解するように、あなたは彼女と話すべきである。 
 






















（５）  dopo che / anche se / poiché                   →  直説法               




（６）   prima che / nonostante che / comunque             →  接続法 





（５） Ti telefonerò   dopo che   saranno rientrati i miei genitori.       （rientrare の直説法前未来形） 
    両親が帰った後に君に電話する。 
 
（６） Ti telefonerò  prima che  rientrino i miei genitori.            （rientrare の接続法現在形） 




















（７）    直説法   che  直説法      （８） Che2 接続法         直説法 
            E’ evidente     che   lui ci ha ingannati                       Che lui ci abbia ingannati     è evidente     
     彼が私たちを騙したのは明らかだ。         彼が私たちを騙したのは明らかだ。        
  
 
 上記の例文を考察すると次のように言える。まず、例（７）においても例（８）においても è 



























        未来形      
主節      現在形（または近過去形 I） 












れる。以下の例文は、主節において現在形・近過去形 I と近過去形 II が用いられた例文である。 
 
（９）【主節動詞が現在形・近過去形 I・近過去形 II の場合の比較】 
  a. Marco dice che lui parte per Londra.                マルコはロンドンに出発すると言っている。 
  b. Marco ha detto che lui parte per Londra.       マルコはロンドンに出発すると言った。 
  c. Marco ha detto che lui partiva per Londra.       マルコはロンドンに出発すると言った。 
 
 （9a）では主節の動詞 dice が現在形であり、従属節の動詞 parte も現在形である。（9b）では
主節の動詞 ha detto は近過去形 Iと見なされ、従属節の動詞 parte は現在形である。 




本稿では、上記の ha detto（9b）は近過去形 I であるのに対して ha detto（9c）は近過去形 II と







































    主節                     従属節  
   
                         未来形、現在形、条件法現在形         （後続関係） 
    現在形       現在形、現在進行形              （同時関係） 
  （近過去形 I）     近過去形、半過去形、条件法過去形       （先行関係）  
 
 
             条件法過去形、半過去形            （後続関係） 
    過去形      半過去形、過去進行形             （同時関係） 







主節           従属節 
 
         未来形、接続法現在形、条件法現在形       （後続関係） 
現在形      接続法現在形、接続法現在進行形         （同時関係） 
  （近過去形 I）    接続法過去形、接続法半過去形、条件法過去形    （先行関係） 
 
             条件法過去形、接続法半過去形         （後続関係） 
    過去形      接続法半過去形、接続法半過去進行形      （同時関係） 




























（１０）Luigi ha detto che Maria era malata.                      （補足節） 
    ルイージはマリアが病気だと言った。              
 
（１１）*I ladri sono entrati nell’appartamento di una ragazza che abitava vicino a me.   （関係節） 
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 また、上記の例文において「due anni fa（２年前に）」などのような時間を表す表現を追加す
るとその相違がより明らかになる。なぜなら、同時性を表す例（１０）ではその適用が不可能で
あるからである。つまり、 “Luigi ha detto che Maria era malata due anni fa” が非文であるのに対し、








         （１０）主節における時制 （「言う」行為）  
基準時点 











（１２）Luigi ha detto che Maria è andata a letto.           （補足節） 
     ルイージはマリアが寝たと言った。 
 
（１３）Luigi ha invitato la donna che ha comprato il vestito rosso.  （関係節） 
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（１２）−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−→ 
         寝る       言う       発話時点 
 
     −−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−→ 





        購入する        招待する       発話時点 
 
                 −−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−−→ 
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（１４）Ancora un’ora e siamo arrivati.              （arrivare の直説法近過去形） 
























（１５）Ancora un’ora ed eravamo arrivati.                （arrivare の大過去形） 
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Finito il corso di dottorato, potrò rilassarmi un po’. 
博士課程を修了したらリラックスできる。 



























                                                        
1
  当該例文のように、“dopo che” と “futuro anteriore”（前未来形） の共起は文法上で決まっているものである。そ
のため、直説法のみが可能となっている。ただし、当該例文では 未来形 “ti telefonerò” を現在形 “ti telefono”に変
更すると、futuro anteriore の代わりに現在形 “rientrano”の適用も可能となる。＜前未来形＞は、長神（2013:74）
では、「未来のある時点より前に完了しているであろう事柄を表します」とされている。 
2   例（８）における che は、文頭のため大文字になっている。 
3
  ＜完了的近過去形＞と＜アオリスト的近過去形＞に関しては、チェスパ（2014）を参照。 
4 「述語に対して主語や補語の関係にある節を「補足節」という。補足節には、名詞節、引用節、疑問節がある
（現代日本語文法⑥ 2003:13）      
5 「名詞修飾節」のことをイタリア語では、 “proposizione relativa”というため、本稿では「関係節」と呼ぶことと 
する。 
6  イタリア語には “tempi semplici” と “tempi composti” という区別が存在しており、本稿ではそれぞれ「単純時制」
と「複合時制」と呼ぶこととする。 
7   Bertinetto (1986) では、複合時制は完了を表すものであり、アスペクトの視点から事態を描写するものであると
されている。それは、当該事態の時間軸における位置づけではなく、話者が選択した時点（事態が完了している
時点）から描写するということである。そのため、複合時制による描写は「主観的な描写」であるとされている。 
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